
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●基礎・基本の定着に向けた、わかる授業の共通実
践
●タブレットの効果的な活用
●家庭学習の充実

●「分かりやすい授業のために，先生達は工夫してい
ると思う。」と回答した生徒８０％以上
●「授業で効果的にICT機器を活用している。」と回答
した教師８０％以上
●「自主的に家庭学習に取り組んでいる。」と回答した
生徒８０％以上

・ICTを使った研究授業、授業研究会を行い多角的な視点から授業
改善を図る機会を設定する。
・授業支援ソフトウエアの操作研修を実施する。
・授業と家庭での学習を連動させる課題を設定し、計画的な学習を
推進する。

A

・「分かりやすい授業のために先生達は工夫していると思う」と回答
した生徒は95.2％であり、成果指標を上回った。
・「授業で効果的にICT機器を活用している。」と回答した教師82.9％
であり、成果指標を上回った。
・「自主的に家庭学習に取り組んでいる。」と回答した生徒87.7％で
成果指標を上回った。
・授業支援ソフトウエアの操作研修やＩＣＴ機器を活用した研究授業
を行うことで、全職員のＩＣＴ機器活用のスキルが向上した。
・引き続き、週一課題を設定し、計画的な家庭学習を推進していく。

A

・「分かりやすい授業のために先生達は工夫していると思う」と回答
した生徒は97.2％であり、成果指標を大きく上回った。
・「授業で効果的にICT機器を活用している。」と回答した教師83.3％
であり、成果指標を上回った。
・「自主的に家庭学習に取り組んでいる。」と回答した生徒88.0％で
成果指標を上回った。
・４部会で各1本のICTを使った代表授業を行った。指導案作成から
授業研究会まで部会ごとに行い、授業改善を全職員で行うことがで
きた。
・来年度も授業と家庭での学習を連動させる週一課題を設定し、計
画的な家庭学習を推進していく。

A

・来年度も授業と家庭での学習を連動させる週一課題は継続して、
計画的な家庭学習を推進してほしい。
・今後も効果的にICT機器の活用を進めてほしい。

研究推進委員会（奥園）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活動

●道徳教育の年間計画に基づいて授業を行った教師
８０％以上
●人権・同和教育に関する意識が高まった生徒８０％
以上

・各学年ごとに、共通理解のもと、共通教材を用いながら道徳の授
業を実施する。
・12月の人権週間において、生徒を主体とした取組を行い、人権感
覚を高める。

A

・「年間計画に基づいて授業を行った」と回答した教師は97.6％であ
り、成果指標を上回った。
･「思いやりや人権を大切にする意識をもっている」と回答し生徒は
98.6%であり、成果指標を大きく上回った。
・各学年、共通の教材を用いて、授業を実施している。今後も共通
理解を図りながら取組を継続していく。 A

・「年間計画に基づいて授業を行った」と回答した教師は90.5％であ
り、成果指標を大きく上回った。
･「思いやりや人権を大切にする意識をもっている」と回答し生徒は
98.0%であり、年間を通して成果指標を大きく上回った。
・今後も道徳科の授業を中心として、各行事等の共通実践により「心
の教育」がさらに効果的に行えるように、各学年部会での打ち合わ
せを充実させていく。
・人権週間で生徒主体の取組を行い、人権についての考えを深める
ことができた。

A

・意見が違っていても、それを認めて受け入れていく環境づくりに努
めてほしい。
・道徳科の授業の中で、正解のない議論を行い自分と違う意見の人
の話を聞くようなことも行ってはどうか。

道徳指導（香月）

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ●「いじめ・いのちを考える日」の取組１００％
●「いじめ防止等のための取組について組織的対応
ができている」と回答した教師８０％以上

・毎月１０日の「鳥栖市いじめ・いのちを考える日」に生活アンケート
を実施する。
・週に１回、生徒指導委員会を開催し、いじめに関する情報の共有
を行い、対策を講じる。
・事案が起きたときに迅速に組織対応ができるように、「報告・連絡・
相談」の基本ルートを明確にしておく。 A

・｢いじめ防止等に対応した組織的な取り組みができている｣と回答
した教師は95.1％であり、成果指標を大きく上回った。
・生活アンケート(毎月)、いじめアンケート(6月)を実施し、未然防止・
早期解決に努めることができた。さらに、生徒指導委員会で、アン
ケートの結果や問題行動等を共通理解し、対応にあたることができ
た。
・今後も、生徒指導主事を中心に情報を共有し、組織での迅速な対
応に努めていく。

A

・｢いじめ防止等に対応した組織的な取り組みができている｣と回答
した教師は81.0％であり、成果指標を上回ったが、今後も生徒指導
主事を中心に発達支持的生徒指導を実施して「一人一人が大切に
される学校」を目指していく。
・生徒指導委員会を毎週欠かさず開催し、情報の共有や対応につ
いて共通理解し、課題解決に向けて話し合うことができた。
・いじめ事案では、各学年で迅速に対応することができた。複数の
学年が関係する場合は、管理職を中心に学年の枠を超えた組織的
な対応を行うことができている。

A

・いじめ防止や不登校対策について組織的に取り組むことができて
いる。
・いじめはどこでも（教室内、SNS等）起こる可能性があるので常にア
ンテナを張っておくとよいと思う。
・本音を伝えることができる方法を検討する。
・「学校に行かない」という選択肢が認知されている中での学校の役
割を再検討してはどうか。

生徒指導（光野）

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童生徒８０％以上

・学校行事やクラスで、多くの生徒に出番を設定し、承認する場を設
定していく。
・生徒の資質・能力を育む授業づくりに関する校内研修等を実施す
る。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う｣と回答し生
徒は93.7％であり、成果指標を上回った。
・｢将来の夢や目標を持つことができている｣と回答した生徒は
78.8％で成果指標を下回った。
・学活や総合の授業を通して、「キャリア教育の充実」や「夢の実現
に向けた支援」を行っていく。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う｣と回答し生
徒は95.4.％であり、成果指標を大きく上回った。
・｢将来の夢や目標を持つことができている｣と回答した生徒は
81.3％で成果指標を上回った。
・学校行事等で実行委員等を募り、生徒がクラスや全体を動かす場
面を設定した。 A

・今年度と同じように、学校行事の実行委員会を生徒が担うなど、主
体的に活動できる場面をつくってほしい。

人権・同和教育担当（杉山）

●健康・体つくり

●「健康を考えて行動できる能力の育成」 ●「健康は何より大切だ」「保健で学習したことを、自
分の生活に活かしている」と回答した生徒８０％以上

・関連する教科等において、食に関する指導の視点を位置づけて指
導する。
・給食だよりや保健だより、健康委員会による校内放送で、食事の
大切さ、一日の生活リズムを整えることの大切さを周知する。
・保護者面談等で、より良い生活習慣に関する資料を配布し、周知
や意識づけを行っていく。 A

・「健康であることを心がけ、保健で学習したことなどを自分の生活
に生かしている」と答えた生徒は85.2％で成果指標を上回った。
・「子どもたちが健康であることを心がけて生活ができていると感じ
ている」と回答した保護者が87.7％以上であった。
・毎月のほけんだよりの中に「生活リズムアップ大作戦」のコーナー
をつくり生徒自身が生活リズムについて振り返り見直すことができる
ようにした。

A

・「健康であることを心がけ、保健で学習したことなどを自分の生活
に生かしている」と答えた生徒は86.2％で成果指標を上回った。
・「子どもたちが健康であることを心がけて生活ができていると感じ
ている」と回答した保護者が86.1％以上であった。
・家庭科、道徳科等で食に関する指導を行うことができていた。
・昼の放送で、健康委員が「３食の食事の大切さ、一日の生活リズ
ムを整えることの大切さ」を欠かさず発信することができた。また、給
食だよりでは「食育の大切さ」、保健だよりでは「生活リズムについて
振り返り見直すこと」を月に1回発信することができた。

A

・健康であることを心がけ生活している生徒が多いので来年度も取
組を継続してほしい。
・不登校の生徒の健康にも気遣ってほしい。
・心の健康についても考えるようにした方がよい。

給食・食育担当（田崎）
保健担当（井﨑・白水）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年
次休暇の取得日数１４日以上

・校務用パソコンを活用した情報の共有やペーパレスの会議を行
い、資料準備等の業務軽減に努める。
・会議の開始・終了時刻を明確にし、厳守することで会議の効率化と
会議時間の短縮を図る。
・毎週水曜日を部活動休養日と設定し、定時退勤日とする。
・平日の学校施錠時刻を提示し教職員の時間外在校時間の短縮を
目指す。

B

・時間外勤務が月45時間以上の職員は７、8月は少なかったが、他
の月については、50％を超えていた。
・「業務改善の視点をもって、業務に取り組んでいる」と回答した教
師は97.6％であった。
・ＩＣＴを活用した連絡掲示板を活用したり、会議開始時間の厳守を
徹底することで会議の時間短縮につなげることができた。
・今後も継続して取り組み、さらに働き方改革を進めていく。

B

・時間外勤務が月45時間以上の職員は９、10月は50％を超えてい
たが、11月以降は50％を下回った。
・「業務改善の視点をもって、業務に取り組んでいる」と回答した教
師は81.0％であった。
・ノー部活デーは徹底できたが、定期退勤日は完全に徹底すること
ができなかった。
・対象の教職員一人当たりの年次休暇の取得日数は12.2日で14日
以上の取得はできなかった。

B

・抜本的に業務を減らさないと時間外勤務は減らないと思う。
・部活動で先生方は時間を取られているので健康面が心配である。
・教員がしなければならない仕事はしなければならないが、簡素化
できるものはしてもっと生徒の活動に時間をかけてほしい。
・民間企業の業務見直しは、システムの変更や新規導入をすること
でブラッシュアップしているので参考にしてほしい。

管理職

●特別支援教育の充実

●組織的、計画的な教育支援を要する生徒の指導の
実践
●全ての生徒が、落ち着いて過ごせる環境づくり

●「毎時間の授業で、誰もが安心して学べる授業のＵ
Ｄ化に努めている」と回答した教員８０％以上

・特別支援教育部会を週1回開催し、生徒の情報交換、具体的な対
応に関する協議を行う。
・授業で、学びの過程を可視化する等、学びのＵＤ化に努める。
・全職員の専門性向上のために、障害についての理解を深め、適切
な指導・支援について学ぶ研修会を実施する。
・必要に応じてケース会議を開き対応を協議する。

A

・毎時間の授業で、誰もが安心して学べる授業のＵＤ化に努めてい
ると回答した教師は92.7％であった。全職員の意識が高まり、学び
のＵＤ化に向けた取り組みが進展していることがいえる。
・毎週の特別支援教育部会で、対応が困難な生徒への指導に対す
る情報交換等を行うことができた。
・夏季休業中にインクルーシブ教育に関する研修を行い全職員の専
門性向上に努めることができた。 A

・毎時間の授業で、誰もが安心して学べる授業のＵＤ化に努めてい
ると回答した教師は83.3％であった。今後も学びのUD化の徹底を呼
びかけていく。
・特別支援教育部会を週1回開催し、生徒の情報交換、具体的な対
応に関する協議、行事等の役割分担を行うことができた。
・必要に応じてケース会議を開き、関係機関に繋げ対応することが
できた。 A

・全ての生徒が安心して学校生活を送ることができるようにUD化を
今後も推進してほしい。
・今後も全職員で特別支援教育に取り組み、困り感のある生徒の特
性や支援方法を共通理解し、組織として指導するようにしてほしい。

特別支援教育（養父）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業公開
学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情報を年間
３回以上公開した学級率８０％以上

・学校訪問や授業参観で各学級１回以上、公開授業を行う。
・学級通信や学年通信等で教科「日本語」の情報を学期毎に発信す
る。

A

・教科「日本語」を各学年で計画的に行い、体験型の授業を取り入
れることができている。
・公開授業で教科｢日本語｣を実施し、授業の様子を地域・保護者に
発信していくことができている。
・鳥栖市内の学校に向けて、鳥栖中学校での取り組みとして実践発
表することができた。

A

・各学年計画的に行い、体験型の授業を取り入れることができてい
る。
・各学年公開授業で教科｢日本語｣を実施することができた。
・引き続き各学年の教科｢日本語｣の授業の様子を、ホームページ等
で、地域・保護者に発信していく。
・教科「日本語」の授業公開は100％行うことができた。
・教科「日本語」の情報を年間３回以上公開した学級は３割にとど
まった。来年度は、公開の方法も検討していく。

A

・教科「日本語」の授業公開や通信、ホームページへの掲載等今後
も継続してほしい。
・教科「日本語」で実際に体験して学べる機会は貴重なので、今後も
確保してほしい。

日本語担当（執行）

○開かれた学校づくり

○学校運営の状況に関する積極的な情報提供の推
進

○「学校は必要な情報提供を行っている」と回答した
保護者８０％以上

・ホームページやすぐーるを活用し、迅速に学校の情報を発信する。
・ホームページを２週間に1回以上更新する。

A

・「学校はホームページやすぐーるを活用し、必要な情報提供を行っ
ている」と回答した保護者は88.6％であり,成果指標を上回った。
・ホームページを2週間に1回以上更新することができた。
・緊急連絡時にすぐーるを活用し、迅速に情報を発信できた。今後も
継続していく。 A

・「学校はホームページやすぐーるを活用し、必要な情報提供を行っ
ている」と回答した保護者は89.7％であり,成果指標を上回った。
・ホームページを2週間に1回以上更新することができた。
・緊急連絡時にすぐーるを利用し、迅速に情報を発信することで、教
職員や保護者等と情報共有を行うことができた。今後も継続してい
く。

A

・ホームページやすぐーるで情報発信ができていた。今後も地域や
保護者と情報共有を大切に情報発信を継続してほしい。
・地域ボランティア活動を今後も継続させてほしい。

PTA担当・すぐーる担当（奥園）
ホームページ担当（舘）

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 鳥栖市立鳥栖中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校教育目標とそれに基づいた重点目標の実現に向けた教育活動を行い、「授業で効果的にICT機器を活用している。」以外の項目で、成果指標（数値目標）を達成することができた。

・いじめ事案の対応や不登校生徒の対応では、教師のアンケート結果から組織的に対応できていると捉えることができる。

・「業務改善・教職員の働き方改革の推進」については、会議時間の短縮、毎週水曜日に定時退勤日を設定し業務改善に取り組んでいる。

２　学校教育目標 ふるさと鳥栖に誇りをもち、「学び合い、支え合い、高め合う」生徒の育成

３　本年度の重点目標
①確かな学力の定着　　　　②豊かな心の育成

③健やかな心身の育成　　　④コミュニティスクールの推進

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標とそれに基づいた本年度の重点目標の実現に向けて、教育活動を行った。学力向上では、校内研究の取組を中心に、タブレットを使った分かりやすい授業を行うという共通実践を行った。来年度は、タブレットの効果的な活用方法を模索し全職員で取り組んでいく。
・いじめ事案の対応では、アンケートの数値で成果指標（数値目標）を達成することができたが、不登校生徒の組織的対応では、アンケートの数値で成果指標（数値目標）を達成することができなかった。次年度も、引き続き生徒指導対応や不登校対策に力を入れ、全職員で取り組んでいく。
・「業務改善・教職員の働き方改革の推進」では、今後も継続して、業務改善に取り組むことで、教職員の資質向上に努めていく。

学校関係者評価

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


